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　　京丹後市佐
さ や り

屋利遺跡の発掘調査

（ 公 財 ） 京 都 府 埋 蔵 文 化 財 調 査 研 究 セ ン タ ー

森 島  康 雄

１．はじめに

佐屋利遺跡は京丹後市峰山町荒
あらやま

山に所在する遺跡です（第１図）。国道312号道路新設改良事業に

先立って令和３年度から発掘調査を行っています。令和４年度の調査では、丹後地域で初めての

中世居
きょかん

館跡が見つかりました。

２．遺跡の立地

佐屋利遺跡は丹後半島を貫流する竹野川右岸の微高地上に立地し、遺跡からは竹野川流域に広

がる中郡盆地を展望することができます。遺跡の基盤層は、丹後半島を構成する花崗岩の山塊が

崩れて再堆積した層です。土層断面の観察によれば、少なくとも３度の土砂流が堆積した後、上

層に姶
あ い ら

良火山灰層（AT・約３万年前）が堆積しています。

３．居館の遺構

居館の遺構は、南を自然流路ＮＲ4009、東を溝ＳＤ4002、西を溝ＳＤ4008に画される東西約

50mの範囲に広がります（写真１・第２図）。

南の自然流路は遺跡の東側を流れる谷川が増水した際に自然堤防を越えて溢
あふ

れた水が西に向か

って流れる流路です。居館の建物が建つ平坦面からの深さは、最も深いところで２mを越えますが、

普段は底をわずかに水が流れている程度であったと考えられます。

東西の溝は深さ30～50cmで残存しており、基盤層から浸み出す地下水が流れていたと考えられ

ます。西側の溝ＳＤ4008の中には花崗岩の石材を組んだ水
みずだめ

溜施設（写真３右）が設けられています。

居館の中央部には、南に開く「コ」字状の溝がいくつか掘られていて、溝に囲まれた範囲にピ

ットが集中しています。これらは、建物の柱穴と建物内に水が流れ込まないように掘られた排水

溝と考えられます。「コ」字状の溝の規模と配置から、東西10ｍ、南北６ｍ程度の小規模な建物が、

同時に数棟建てられていたことが想定されます。個別の建物の復元が困難なほど柱穴が密集して

いるのは、建物が何度も建て替えられたことを示しています。

これらの柱穴の中には、緡
さし

に通した40枚の銭を埋めたもの（写真２）や土師器皿と短刀を埋めた
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ものなどがあり、建物の柱を抜いた後には祭
さ い し

祀が行われたことがわかります。

建物群の南東側では井戸が２基見つかりました。１基は円形の石組井戸ＳＥ4006（写真３左）で

す。井戸の掘形は直径約2.7ｍ、開口部は径約１mで、深さは約60cm残っていました。もう１基は

方形の木組井戸ＳＥ4005です。木組みの大きさは１辺70㎝四方程度ですが、自然流路ＮＲ4009の

底に井戸の底部付近がわずかに残っているのみでした。

井戸の上部が自然流路ＮＲ4009によって削られていることから、居館が機能していた時には、

居館の建物が建つ平坦面はもう少し南に広がっていたと考えられます。

４．出土遺物

平安時代後期から鎌倉時代の土師器・黒色土器・輸入陶磁器などが大量に出土しています。丹

後型黒
こくしょくどき

色土器と呼ばれる回転台の上で成形され、燻
いぶ

し焼きすることで内面に炭素を吸着させた椀

や手づくねの土師器皿など、畿内の影響を受けて地元で作られたものに加えて、中国製の白磁（写

真４）・青磁、九州産の滑
かっせき

石製石鍋、中国からの渡来銭などの広域に流通する遺物が出土しています。

このほか、笹
さ さ と う ば

塔婆や木
もっかん

簡（写真５）などの文字資料も出土しています。

５．居館遺構の類例

佐屋利遺跡で見つかった居館遺構は、丹後では初めての事例ですが、四方を堀や溝で囲んだ方

形居館は、白河法皇による院政が始まった平安時代末期（11世紀末）ごろから全国各地に出現しま

す。

山城では久世郡久御山町の佐
さ や ま

山遺跡や長岡京市の下
しもかいいんじ

海印寺遺跡などで巨大な堀に囲まれた居館

が見つかっています。

佐山遺跡は、木津川と巨
お ぐ ら い け

椋池に挟まれた低地に立地する遺跡で、幅８ｍ前後の大規模な堀に区

画された１町四方を占めると推定される方形居館が見つかっています（第３図１）。居館内部には

建物群と井戸や屋敷墓があります。堀の南辺には船着場が設けられていて、堀は水路としても利

用されたと推定されます。この居館の成立は平安時代末期（11世紀末）で、鎌倉時代中期（13世紀後

半）まで存続します。

下海印寺遺跡は、小畑川の左岸段丘上に立地する遺跡で、幅４～５ｍ、深さ２ｍほどの堀で囲

まれた半町四方の方形居館が見つかっています。堀の西辺中央に設けられた土橋を渡ったところ

に門が設けられ、門から堀に沿って柵が巡らされ、堀の内部には建物が数棟建てられています。

居館の成立は平安時代末期（11世紀末）で、鎌倉時代初期（12世紀末）まで100年余り存続します。

丹波では、大内城跡（福知山市大内平城）、上
う わ が い ち

ヶ市遺跡（福知山市川北）で居館が見つかっています。

大内城跡は、由良川水系の土師川と竹田川の合流点東側を西に延びる幅の広い尾根上に立地す
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る遺跡で、１町四方と推定される敷地の過半が発掘調査されて、５～６棟の掘立柱建物が建てら

れた居館が見つかりました（第３図２）。居館は平安時代末期（11世紀末）に成立し、鎌倉時代（13世

紀）まで続きます。

上ヶ市遺跡は由良川沿いの比高10ｍほどの河岸段丘上に立地する遺跡です。段丘面の続く北と

西を幅4.2ｍ、深さ1.2ｍの堀で区画した段丘先端部の南北180ｍ、東西130ｍの範囲に、50m四方程

度の小区画が４つあったと考えられ、発掘された３つの区画内にはそれぞれ数棟の掘立柱建物が

建ち並びます。この遺跡は、上記の３遺跡より遅れて、12世紀後半に成立し、13世紀初頭には廃

絶するようです。

６．居館遺構の性格

寄
き し ん ち

進地系荘園（領域型荘園）の盛行する時期に、このような居館遺構が各地に現れることから、

これらの居館を営んだのは、有力貴族や寺社などに荘園を寄進して荘官の地位を得た開発領主も

しくは荘園領主が現地に派遣した荘
しょうかん

官と考えられます。

佐山遺跡は、保元３（1158）年の『石清水八幡宮文書』に極楽寺領の「居屋狭山」と記されていて、

居館は、この荘園の荘官が営んだものと考えられます。大内城跡は、附近に存在した六
む と べ

人部荘の

荘官の居館と推定されます。六人部荘は、寿
じゅえい

永３（1184）年４月６日付「源頼朝下
くだしぶみ

文案（池大納言

家
かりょうそうでんもんじょ

領相傳文書案）」（久
こ が

我家文書）に、「六人部庄　丹波」と記されていて、本所は八条院、領家は

池
いけのぜんに

禅尼（藤原宗子）の息子平頼盛です。平氏滅亡により平家没官領となりましたが、源頼朝が池禅

尼の恩に報いるために頼盛に返還した荘園のひとつです。上ヶ市遺跡は天田郡前貫首丹波兼定が

先祖相伝の私領を松尾大社に寄進して成立した雀
ささい　べ

部荘（『松尾大社東家文書』寛
か ん じ

治５（1091）年）の一

画にあたります。

このように、いくつかの居館遺構は、史料に残る荘園との関係が推定できます。佐屋利遺跡周

辺には史料に残る荘園は知られていませんが、佐屋利遺跡で見つかった居館遺構は、歴史に残ら

なかった荘園の存在を示すものとして、大きな意味があります。

佐屋利遺跡の整理報告は、今後、本格化します。その過程で、各遺構の時期が特定され、遺跡

の変遷が明らかとなることで、さらに居館遺構の歴史的位置付けが鮮明になるものと期待されま

す。
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第１図　佐屋利遺跡の位置と周辺の遺跡

第２図　検出遺構図

写真１　遺構検出状況（上から）
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写真２　緡銭出土状況と出土した渡来銭

写真３　石組井戸（左）と水溜施設（右）

写真４　内面に花文のある白磁皿 写真５　木簡（左：笹塔婆）
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第３図　府内でみつかった平安時代末～鎌倉時代の居館

４　福知山市上ヶ市遺跡（１/2,000）

１　久御山町佐山遺跡（１/2,000）

３　福知山市大内城跡（１/2,000）

２　下海印寺遺跡（1/1,000）

船着場

屋敷墓

0 100m
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　京都市淀
よどみずたれおおしもづちょう

水垂大下津町遺跡の発掘調査

（ 公 財 ） 京 都 市 埋 蔵 文 化 財 研 究 所

松 永 修 平

１．はじめに

淀水垂大下津町遺跡は、京都市伏見区淀水垂町の桂川右岸の河川敷に位置しています。調査地

には明治31（1898）年の河川改修工事が行われるまで、水垂集落・大下津集落や與
よ ど

杼神社が存在し

ていました。また、この場所は平安時代に成立し、平安京・京都の外港として栄えた「淀津」の

推定地にあたります。

今回の調査地は、桂川・宇治川・木津川が合流する地点より上流に約2.5㎞の場所に位置してい

ます（第１図）。明治時代以前は、木津川と宇治川はそれぞれ現在の淀城の南側と北側を流れており、

調査地付近で三川が合流していました。調査地は、京都盆地の中でも標高が低い場所に位置する

後
こうはいしっち

背湿地で、三川が合流する地点という条件に加えて、巨
お ぐ ら い け

椋池の影響も受けていたことから、水

害の頻発地になっていました。

調査は、国土交通省の桂川の河道拡幅工事に伴って行われるもので、調査予定範囲は約15,000㎡

で、これまでに２回の調査を行い約4,000㎡の調査が終了しました。今回は１次調査・２次調査の

調査成果をふまえ、調査で明らかになったことなどを紹介します。

２．調査成果

１次調査では、宮
みやまえばし

前橋の南と北側に１か所ずつ調査区を設定し、それぞれ宮前橋の南側を１区、

北側を２区としました（第２図）。２区は、当初の想定より遺構面が増加したためにすべての調査

を終えることができなかったので２次調査で引き続いて調査を行いました。２次調査では、３・

４・５区を新たに設定し、２区とあわせて４か所の調査を行いました。３区は２区の北側に、４

区と５区はそれぞれ宮前橋北側の調査予定範囲の北端と南西隅に設定しました（第２図）。調査で

は、弥生時代から明治時代までの遺構や遺物を確認しました。時代ごとに主な遺構・遺物を見て

いきます。

（１）弥生時代～古墳時代　

この時期の遺構は２・３・５区で検出しました。検出した主な遺構は、弥生時代のものが土
ど こ う

坑や溝・

落
おちこみ

込、古墳時代のものが竪
たてあなたてもの

穴建物や落込です（第３図・写真２）。竪穴建物は全部で８棟、すべて

京埋セミナー資料 No.152 － 468
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２区で検出しました。建物からは山城（京都府）産の土器だけでなく、河内（大阪府）産の庄
しょうないしき

内式甕
がめ

や、

東海や近江などの他地域産の土器が出土しました。２区の北半には落込2392があり、これより北

側ではこの時期の遺構や遺物は希薄化していきます。２区が集落の北縁部にあたり、集落は南側

へ広がる可能性が考えられます。

（２）飛鳥・奈良時代　

この時期の遺構は、２・３・５区で検出しました（第４図）。検出した主な遺構は掘立柱建物、

溝などがあります。２区で検出した掘立柱建物2154は、東西３間（約7.2m）、南北２間（約4.2m）の

東西棟で北に庇
ひさし

をもつ建物です。この建物は、庇を有していることから有力者の居館跡や集落の

拠点などが想定できます。また、調査地は、長岡京の範囲内に位置していますが、道路側溝など

の遺構は確認することができませんでした。

（３）平安時代　

平安時代の遺構は、２・３・４・５区で検出しました（第４・５図）。検出した主な遺構は、平

安時代前期から中期の流路、平安時代後期の井戸、溝、土坑などがあります。中でも平安時代前

期から中期の流路3400（３区・写真５）、平安時代後期の井戸2225（２区・写真７）や溝3185（３区・

写真６）は、特筆すべき遺構です。

流路3400は、３区中央やや南側で検出した流路で、北西から南東方向の傾きで存在しています。

埋土からは、土器類とともに、後期難
なにわのみや

波宮で用いられた重
じゅうけんもん

圏文軒丸瓦（写真17）や皇朝十二銭の

和
わどうかいちん

同開珎・神
じんぐうかいほう

功開宝・貞
じょうがんえいほう

観永宝・長
ちょうねんたいほう

年大宝も出土しています。

井戸2225は、２区の南端で検出した方形縦板組の井戸で、掘
ほりかた

形規模は一辺約4.7ｍ、深さは検出

面から約3.6ｍあります。掘形には、構築材として用いられたのか、完形品を含む丸瓦・平瓦・軒

丸瓦・軒平瓦が埋められていました（第６図）。このことから、この時期の調査地周辺に通常の集

落には存在しない瓦
かわらぶ

葺きの建物が建っていたと考えられます。

溝3185は、３区の東端で検出した南北方向の溝で、検出長約70ｍ、幅約2.5ｍ、深さ約１ｍあります。

溝3185からは、平安時代末期の土師器皿や瓦
が き

器椀などが1,000点以上出土しており、それらすべて

が溝の西肩部から底部に集中していることから、溝の西側から投棄されたと考えられます。また、

出土した土器類は、完形や完形に近いものが多いことから、宴会後の一括廃棄などが考えられま

すが、その詳細な性格については検討中です。

（４）鎌倉時代　

鎌倉時代の遺構は、１区で流路1017を検出したのみです（第７図）。１区のほぼ全体が流路とな

っていたと考えられ、その規模については不明です。鎌倉時代の中頃から室町時代前半頃にかけ

ての遺物は、他の時期の遺物と異なりほとんど出土していません。調査地は、この時期になると

一旦人の活動範囲ではなくなったようです。
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（５）室町時代～安土桃山時代　

この時代の遺構は、全調査区で検出しました（第７図）。検出した主な遺構は、炉、井戸、堀、溝、

土坑などがあります。特筆すべき遺構としては、１区の炉1013と鉄
てっさい

滓が多量に出土した土坑1014や、

２区の堀2123・2299・2350、３区の溝3055・3100、４区の溝4030があげられます。

まず、１区の炉1013・土坑1014ですが、土坑1014から出土した鉄滓（写真11）には、炉
ろ へ き

壁と

鞴
ふいごはぐち

羽口が一体化したものなどがあります。炉壁は円筒形の竪
たてがた

型炉の一部と考えられます。こうし

た炉壁や鉄滓などの出土から、炉1013は鉄
てつせいれんろ

精錬炉の可能性が考えられます。精錬とは、不純物の

多い金属から純度の高い金属を抽出する工程で、流通の拠点などで行われることもあります。淀

津は、中世以降、木材・鉄材の中継拠点としても繁栄したとされており、この鉄精錬炉の存在は、

それを裏付けるものと考えられます。

２区の堀2123・2299・2350は、調査区の北部・西端で検出した堀です（写真10）。東西方向の堀

2123、南北方向の堀2299・2350はそれぞれ複数回の掘り直しが行われています。それぞれの堀

が機能していた時期は、出土遺物から堀2123が15世紀から16世紀後半、堀2299が15世紀代、堀

2350が15世紀末から16世紀後半と考えられます。また、堀2350からは永
えいろく

禄10（1567）年と書かれた

卒
そ と ば

塔婆が、堀2123からは永禄11（1568）年、元
げ ん き

亀２（1571）年と書かれた卒塔婆が出土しています（写

真19）。堀2123からは卒塔婆の他にも杮
こけらきょう

経（写真20）や瓦質の灯
とうろう

篭、風
ふ ろ

炉などの寺院や宗教行為と関

連する遺物が出土しており、こうしたことからこの堀と寺院との関連を窺うことができます。

３区の溝3055は調査区南端で検出した東西方向の溝（写真９）で、溝3100は、調査区東端で検出

した南北方向の溝です。それぞれ検出規模は、溝3055が長さ約20ｍ（２区の溝2646とあわせると約

33ｍ）、幅４ｍ以上、深さ約2.4mで、溝3100は長さ約40ｍ、幅約2.2ｍ、深さ約0.75ｍです。溝3055

からは、土器類とともに漆器椀や卒塔婆が出土しました。卒塔婆には永
えいしょう

正14（1517）年や天
てんぶん

文３

（1534）年と書かれています。

４区の溝4030は、調査区のほぼ全体を南北方向に貫く溝です（写真８）。この溝の機能した正確

な時期は不明ですが、室町時代後期以降に掘削され、江戸時代前期に埋没したことがわかってい

ます。この溝の検出規模は、長さ約35ｍ、幅約７ｍ、深さ約４ｍです。溝は西半のみが残存して

おり、底部まで確認できていません。全体を復元した場合、現在の桂川の一部にまでその範囲が

及び、元々の溝の幅は約15ｍあったと考えられます。また、溝の埋土には河川由来の砂が一切混

じっておらず、泥土が堆積することから、桂川の本流そのもの、もしくは北側で本流とつながっ

ていたとは考えられません。

（６）江戸時代～明治時代　

この時代の遺構は、全調査区で検出しました（第８図）。検出した主な遺構は、護岸、井戸、

地
じぎょう

業などがあります。
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護岸は１・２・３・４区で検出し、江戸時代前期から明治時代にかけて少なくとも２回の造り

替えや補修が行われたことがわかりました。江戸時代前期の護岸3473は、江戸時代後期の護岸

3200や洪水などによって失われ、３区の北端でわずかに残存していました。江戸時代後期から

明治時代の護岸は２・３・４区で確認できました。また、明治時代の護岸3001に伴い水
すいせい

制3410・

3430が構築されています。水制とは、川を流れる水の作用などから河岸や堤防を守るために、水

の流れる方向を変えたり、水の勢いを弱くしたりすることを目的として河岸に設置される構造物

です。

４区でも護岸に伴う水制4035を検出しました（写真12）。水制4035は、溝4030が一定埋没してか

ら構築されたもので、水制の核となる石積みの下部に胴木を用いるなど、非常に丁寧な構築を行

っていることがわかりました。また胴木に用いられている木材は、船材を転用したもので、最大

で長さが約5.4ｍあります。

５区では地業5002・5003を検出しました（写真14）。地業は幅約１ｍ、深さ約0.3ｍで、５区の場所は、

與杼神社旧境内に推定されており、これらの地業は、與杼神社と関連する施設の可能性が考えら

れます。また、江戸時代の造成土中から桔
ききょう

梗紋を表す飾金具が出土しました（写真21）。

３．おわりに

１次調査と２次調査の調査成果を見てきました。調査を行うまで、調査地が河川敷ということ

もあり、遺構の残存状況はよくないだろうと想定していましたが、実際に調査を行ったところ、

弥生時代から明治時代まで、一時的に途絶えはするものの人々が長い間この場所で生活をし続け

ていたということが明らかになりました。文献資料では、平安時代前期には淀で洪水によって家

が流されるなどの被害があったことが記事になっていますが、水害が頻発するこの場所に人々が

住み続けたのは、やはり、桂川・宇治川・木津川が合流する交通の要
ようしょう

衝として、この場所が重要

だったからでしょう。

今回紹介した遺構や遺物は、これまでの調査で確認したものの一部に過ぎません。また、２次

調査の調査成果については、検討中のものも多く、詳細には紹介することができていません。と

はいえ、今回紹介した遺構や遺物に限ってみてもこの遺跡の特異な点がわかるかと思います。各

調査区で検出した遺構は、様々な時期のものがありますが、そのいずれも規模の巨大さや出土遺

物の質・量などが通常の集落遺跡でみられるようなものではありません。こうした遺構の検出状

況や遺物の出土状況を考えると、調査地と「淀
よ ど つ

津」との関連は非常に高いと考えられます。しか

しながら、船着き場や護岸などの港と直接関係する遺構や、荷札木簡などの遺物はこれまで確認

されていません。そうした遺構や遺物が見つかるのかは、今後の調査を待ちたいと思います。
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写真１　調査地遠景（南西から）

写真３　２区東半（１次調査）　竪穴建物群（北西から）　
古墳時代初頭

第３図　２・３区　弥生時代～古墳時代初頭の主な遺構（1：1,000）

写真２　２区　土坑2440（南から）　
弥生時代
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写真５　３区　流路3400（北西から）　
平安時代前期～中期

写真７　２区　井戸2225（北東から）　平安時代後期

写真６　３区　溝3185土器出土状況（北西から)　
平安時代後期

写真４　２区　掘立柱建物2154（南西から）　
飛鳥時代

第４図　２・３区　古墳時代後期～平安時代前・中期の主な遺構
（1：1,000）

第５図　２・３区　平安時代後期の主な遺構（1：1,000）

第６図　井戸2225から出土した瓦（１：６）
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写真５　３区　流路3400（北西から）　
平安時代前期～中期

写真７　２区　井戸2225（北東から）　平安時代後期

写真６　３区　溝3185土器出土状況（北西から)　
平安時代後期

写真４　２区　掘立柱建物2154（南西から）　
飛鳥時代

第４図　２・３区　古墳時代後期～平安時代前・中期の主な遺構
（1：1,000）

第５図　２・３区　平安時代後期の主な遺構（1：1,000）

第６図　井戸2225から出土した瓦（１：６）
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写真10　２区　掘2123・2299・2350（北東から）　
室町時代後期～安土桃山時代

写真８　４区　溝4030（北から）　
室町時代後期～江戸時代前期

写真９　２・３区　掘2123と溝2646・3055（南西から）　
室町時代後期～安土桃山時代

写真11　１区　土坑1014鉄滓出土状況（北から）　
室町時代

第７図　鎌倉時代～安土桃山時代の主な遺構
（１：1,000）
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地業 5002

地業 5003

Y=-25,980

写真14　５区　地業5002・5003（南西から）　
江戸時代後期～明治時代

写真13　３区　護岸3001・3200（北東から）　
江戸時代後期～明治時代

写真12　４区　水制4035（南東から）　
江戸時代前期

第８図　江戸時代から明治時代の主な遺構
（１：1,000）
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元
亀
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永
禄
拾
一
年

山城産 河内産

写真17　重圏文軒丸瓦の出土状況（流路3400から）

写真15　竪穴建物2240土器出土状況（北西から） 写真16　竪穴建物2240から出土した土器　

写真18　平安時代後期の瓦の出土状況（土坑3056）

写真21　飾金具出土状況（５区江戸時代の整地層から）

写真20　堀2123出土の杮経

写真19　堀2123出土の卒塔婆
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　　城陽市芝
しばやま

山古墳群の発掘調査

（ 公 財 ） 京 都 府 埋 蔵 文 化 財 調 査 研 究 セ ン タ ー

菅   博 絵

１．芝山古墳群と古墳時代の周辺の遺跡（第１図）

芝山古墳群は、城陽市東部のＪＲ奈良線長
ながいけ

池駅から北へ約200ｍの西へ延びる丘陵（芝山丘陵）に

立地します。芝山古墳群と同一丘陵の末端には庄内期の長池墳丘墓（方形墳丘墓・25ｍ）や西側高

位段丘面上には古墳時代前期末期の梅の子塚１号墳（前方後円墳・87ｍ）、同２号墳（前方後円墳・

65ｍ）が所在し、北側には古墳時代中期の宮ノ平古墳群が所在します。南側には森山遺跡が所在し、

古墳時代前期の集落と豪族居館と考えられる方形周溝状遺構のほかに後期の集落も検出されてい

ます。丘陵下の沖積平野に位置する下水主遺跡では古墳時代前期と後期の集落遺跡が検出されて

います。北へ約２kmの大谷川の扇状地には久
く つ が わ

津川車塚古墳をはじめとする中期の大型古墳が所在

します。

２．府内最大級の古墳群久津川古墳群（第２図）

久津川古墳群は、宇治市南部から城陽市にかけて広がる京都府内最大級の古墳群で、宇治丘陵

から派生する丘陵や木津川へ流れる３つの河川が形成した扇状地に100基以上の古墳が築造されて

います（第１図）。これらの河川を中心とした地域的まとまりから、広
ひ ろ の

野・久
く せ

世・富
と の

野の３つの支

群に分かれ（小泉2021）、芝山古墳群は富野支群を構成する古墳群です。久津川古墳群の特徴として、

立地のほかに、前期から後期にかけて継続的に古墳が築造されること、竪穴系の埋葬施設を持つ

ことがあげられます。

古墳時代前期　久津川古墳群は芝ヶ原古墳（前方後方形墳丘墓・21ｍ）や長池墳丘墓のような弥

生時代の伝統的な墓制を引き継ぐ方墳や前方後方墳を始まりとします。久世支群では伝統的墓制

を持つ西山１号墳（前方後方墳・80ｍ）・２号墳（方墳・25ｍ）が築造されます。久世支群では前期

後半になると埴輪や葺石を持たずヤマト政権とはかかわりが薄い「首長連合」ともいえる盟主墳

が複数造られます（小泉2021）が、広野支群や富野支群では一本松古墳や梅の子塚１号墳などヤマ

ト政権とかかわりを持つ古墳が築造されます。

古墳時代中期　中期前半になると久世支群に久津川車塚古墳を代表とする大型古墳が築造され、

その他の支群で前方後円墳や中型古墳が築造されなくなります。これは大型古墳を頂点とした地

京埋セミナー資料 No.152 － 469
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域支配への影響と考えられます（第３図）。中期後半になると久世支群では赤塚古墳（円墳・32ｍ）

を最後に有力首長墓が築造されなくなります。一方、富野支群では宮ノ平古墳群が築造され、大

型古墳を頂点とした支配体制が崩壊していきます。

古墳時代後期　後期になると、広野支群・久世支群・富野支群で小型の前方後円墳が築造され

ます。これまでの支配体制が崩壊し、ヤマト政権による直接的な地域支配が進み、地域の有力首

長が復活したためと考えられます（第３図）。後期後半の久津川古墳群では富野支群の芝山古墳群

を除いて古墳の築造が停止します。城陽市青
あおだに

谷地域に位置する冑
かぶとやま

山１号墳（前方後円墳・30ｍ）や

木津川市上
かみこまてんじくどう

狛天竺堂１号墳（前方後円墳・27ｍ）は南山城で最も早く横穴式石室を導入した古墳で

す。これらの地域には前身となる首長墓がなく、新たに台
たいとう

頭した勢力によって新技術の古墳が造

られたと考えられます。

古墳時代終末期　後期後半まで古墳を築造していた芝山古墳群でも古墳づくりが終
しゅうえん

焉をむかえ

ます。久世支群の上
かみおおたに

大谷古墳群ではこれまでの木棺直葬などの竪穴系の埋葬施設から横穴式石室

を持つ古墳群が築造されます。前段階の古墳との間に断絶があること、横穴式石室を持つことから、

新興勢力による古墳群であることが指摘されています。扇状地で古墳が築造される一方、人口増

加に伴いこれまで墓域として利用していた丘陵が集落として利用されるようになります（小泉ほか

1999・小泉2021）。

３．芝山古墳群の調査成果

芝山古墳群は、昭和52（1977）年に城陽市教育委員会が実施した発掘調査で梅の子塚１号墳東側

（Ⅱ支群）から削平された方墳が検出されたことによりその存在が明らかとなりました。その後の

発掘調査で芝山古墳群は、古墳時代前期から後期にかけて営まれた37基の小型方墳や円墳によっ

て構成される古墳群であることがわかりました。

①古墳の支群（第４図）

芝山古墳群は古墳の立地から６つの支群に分けることができます。

Ⅰ支群　梅の子塚１号墳より20ｍ下った芝山遺跡の北側段丘面に位置する21基の方墳と中・小

型円墳で構成される支群です。埋葬施設や周溝内の出土遺物から古墳時代中期末から後期に築造

されたと考えられます。

Ⅱ支群　梅の子塚１号墳の東側に位置する４基の小型方墳から構成される支群です。周溝内の

出土遺物から古墳時代中期後半に築造されたと考えられます。

Ⅲ支群　梅の子塚２号墳南側、高位段丘面へ至る丘陵裾部に位置する３基の小型方墳で構成さ

れる支群です。埋葬施設や周溝内の出土遺物から古墳時代中期前半から中頃に築造されたと考え

られます。
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Ⅳ支群　梅の子塚２号墳南東に延びる丘陵先端に位置する５基の小型方墳から構成される支群

です。埋葬施設や周溝内の出土遺物から古墳時代前期後半から中期初頭に築造されたと考えられ

ます。

Ⅴ支群　梅の子塚２号墳南東に位置する南西に延びる尾根上の４基の小型円墳から構成される

支群です。埋葬施設や周溝内の出土遺物から古墳時代後期に築造されたと考えられます。

Ⅵ支群　Ⅰ支群が位置する丘陵平坦面の南側、南西に向かって延びる谷を挟んだ平坦面上に位

置する小型円墳からなる支群です。埋葬施設の出土遺物から古墳時代後期後半に築造されたと考

えられます。

②古墳の変遷（第２図）

各支群には時期的なまとまりがみられ、Ⅳ→Ⅲ→Ⅱ→Ⅰ→Ⅴ・Ⅵの順で造られたことが分かり

ました。

古墳時代前期～中期初頭

Ⅳ－３号墳の周溝から出土した壺形埴輪は、宇治市一本松古墳と同時期のものであることがわ

かり、これまで梅の子塚１号墳が富野支群の最初の古墳と考えられていましたが、富野支群にお

いても伝統的墓制を引き継ぐ方墳が古墳群の契機であることがわかりました。

その後、丘陵西側斜面に梅の子塚１・２号墳が築造され、丘陵先端部には小型方墳が築造され

ます。埋葬施設は棺の小口に粘土塊を置く、棺身と蓋の境に粘土を張り付けた割
わりたけがた

竹形木棺を設置

します。Ⅳ－２号墳は鏡や玉製品など豊かな副葬品が出土しています。周辺からは対
たいちしきしんじゅうきょう

置式神獣鏡（写

真１）や石
いしくしろ

釧も出土しており、周囲に別の古墳があった可能性があります。

古墳時代中期

Ⅲ－１号墳の周溝からは形
けいしょうはにわ

象埴輪や円筒埴輪が、Ⅲ－２号墳からは蛇
だ こ う け ん

行剣が２振り出土しまし

た。近畿地方において蛇行剣は盟主墳からは出土せず、小型方墳や大型円墳から出土する傾向に

あり、Ⅲ－２号墳も築造時期から考えると小型の方墳であった可能性が高いです。１号墳は埋葬

施設が残っていませんでしたが、２・３号墳は組合せ式木棺が設置されていたと考えられます。

Ⅲ群の古墳づくりが収束していくころ、墓域が梅の子塚１号墳の東側へ移動します。埋葬施設

は残存しておらず詳細は不明ですが、周溝の底から須恵器が出土しており、この時期に芝山古墳

群では須恵器が副葬されるようになったと考えられます。

古墳時代中期末～後期

梅の子塚古墳から20ｍ下に広がる平坦面に墓域が移動します。中期末から後期前半までは小型

方墳が築造されますが、後期前半になると小型方墳から中・小型円墳へ墳形が変化していきます。

久世支群の上大谷古墳群の墳形の変化の時期とも一致し、富野支群でもヤマト政権の地域支配が

進んだ影響と考えられます。後半になると南西にのびる丘陵上にも円墳が築造され、立地の違い
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から少なくとも２つの集団が丘陵を墓域として利用したと考えられます。

古墳時代終末期

古墳の築造が終了すると、Ⅰ支群がある平坦面が集落として利用されるようになります。後期

後半に造られた円墳はお墓としての認識があったようで、集落と墓域を仕切る境界溝が掘られま

す（第５図）。一方、古く造られた方墳は壊されて集落が造られます。この時に古墳などの土地起

伏に対して、集落を作るにあたり平坦化する造成が行われたと考えられます。久世支群では、人

口増加に伴い古墳時代後期後半になると丘陵上の開発が進み、集落が拡大していきます（小泉ほか

1999）。芝山古墳群の集落化もこの一連のものと考えられます。その後、芝山古墳群が造られた丘

陵は平安時代まで集落として利用されていきます。

　

４．まとめ

芝山古墳群は芝山丘陵という狭い範囲のなかで古墳時代前期後半から後期後半まで継続して古

墳が造られる稀有な古墳群です。そのため古墳の変化や丘陵の利用の変化を知ることができます。

墓制の変化は古墳時代の社会情勢を反映しており、古墳時代を解明するうえで貴重な資料を得る

ことができました。
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第１図　芝山遺跡と周囲の遺跡（松尾史子・奥村淸一郎編2016を一部加筆）

１　宇治西山古墳

２　若林古墳群

３　伊勢田塚古墳

４　宇治円山古墳

５　庵寺山古墳

６　坊主山古墳

７　金毘羅山古墳

８　一本松古墳

９　旦椋古墳群

10　大竹古墳

11　下大谷古墳群

12　西山古墳群

13　上大谷古墳群

14　尼塚古墳群

15　芭蕉塚古墳

16　青塚古墳

17　梶塚古墳

18　久津川車塚古墳

19　丸塚古墳

20　山道古墳

21　山道東古墳

22　芝ヶ原古墳群

23　芝ヶ原古墳

24　赤塚古墳

25　東垣外古墳

26　指月塚古墳

27　箱塚古墳

28　北垣内古墳群

29　南垣内古墳群

30　恵美塚古墳

31　尼塚方墳

32　宮ノ平古墳群

33　梅の子塚古墳群

34　長池古墳

35　芝山古墳群

　　（芝山遺跡）

36　柏平古墳

37　冑山古墳群

38　黒土古墳群

39　森山遺跡

40　小樋尻遺跡

41　下水主遺跡

3939

3535

3333

4040
4141

芝山古墳群



22

史跡久津川古墳群史跡久津川古墳群

：埋葬施設不明：木棺直葬の古墳

第２図　木津川右岸域の古墳編年図（桐井2022を基に作成）
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第３図　古墳時代中期・後期の地域支配概念図（和田2018に一部加筆）

後期古墳の秩序

中期古墳の秩序

Ｃ型 Ｂ型

新式群集墳新式群集墳 古式群集墳古式群集墳

Ｘ型（関東） Ｃ型 Ｂ型

Ｃ１型

Ｂ型

Ｃ２型

Ａ　型

周溝墓・台状墓周溝墓・台状墓

久津川古墳群

芝山古墳群

芝山古墳群

久津川古墳群

地域首長連合

地域首長連合

第４図　芝山古墳群支郡分布図（1/4,000）
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竪穴建物

集落との境界溝

古墳

Y=-19,300Y=-19,300

X=-127,700X=-127,700

X=-127,740X=-127,740

Y=-19,340Y=-19,340Y=-19,380Y=-19,380 Y=-19,260Y=-19,260

0 50ｍ

墓域

集落域

第５図　墓域と集落の境界溝

写真１　対置式神獣鏡 第６図　埋葬施設の違い（模式図）

竪穴系…墳丘の頂上に穴を掘り槨をつくる。

　　　　または棺を入れる。単独葬送。

（竪穴式石槨・粘土槨・棺をそのまま埋葬）

　　　　

横穴系…墳丘・丘陵斜面に石室へ入る

　　　　横穴（羨道）を持つ。追葬可能。

（横穴式石室・横穴）

　　　　

棺　…遺体を入れる容器

石槨…棺を納め、保護する容器

室　…広い空間とそれに至る通路を持つ
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